
行政提案型協働事業　平成23年度実施事業一覧（行政からの提案3事業に4団体が応募、3団体選考）

№ 団体名 提案事業費

採
否 主管担当課

（市負担分）
（団体負担分）

１
①

花育ボランティア
「花伝道師」

645,000

○ 農水産課
市（540,000）
団（105,000）

1
②

スチューデント・ラボ 898,000

× 同上
市（858,000）
団（40,000）

2
浜岳中学校区子ども
読書活動推進協議会

80,000

○ くらし安全課
市（80,000）
団（0）

3
平塚てづくり紙芝居の
会

78,060

○
人権・男女共同参
画課

市（37,360）
団（40,700）

↑

明日の金田を創る会 108,000

農水産課
市（108,000）
団（0）

新規・継続

継続
（3年目）

花き産地の利点を活かして、「花と緑にふれあいを持って、生命と自然についての理解を深める」こと
を目的に次の事業を行う。
①地場産の花を使った保育園や幼稚園における花育｡②生産現場を見学し、生産者とふれあう温室
ツアー。③八幡山の洋館前での花壇づくりなど地場産花きの植栽体験。④花カフェの開催。⑤地場
産の花の楽しみ体験（各種イベント会場でさまざまな体験教室を開催）｡

地場産の花を理解する
農業理解促進事業「花
育」

同上

ひらつか花アグリ花のあ
る景観づくり事業

花と緑のふれあい拠点（ひらつか花アグリ）にふさわしい景観を創出し、拠点の魅力アップを図るとと
もに地域住民にも親しまれる拠点とすることを目的に次の場所に草花の植栽と日常管理を行う。
・ひらつか花アグリ北側に位置する古川排水路沿いの桜並木
・県道平塚・秦野線からのメイン進入路の入り口部分

事業名

男女共同参画推進紙芝
居実演及び普及啓発事
業

男女共同参画の意識啓発を推進するため、平成20年度から平成22年度に啓発用に製作した手作り
紙芝居（3作品）を幼稚園児、小学生へ実演する。また、乳幼児に対して男女共同参画の意識啓発を
することの大切さと、紙芝居を実演する上でのノウハウを保育士等に講義するとともに「紙芝居の演
じ方」を作成し、講義を受けた保育士等に実践してもらうことで普及啓発を図る。
　

事業の目的と内容

○採択、△条件付き採択
×不採択

21～23年度継続事業のため未審査

提案事業費合計
（選考分のみ）

803,060
市（657,360）
団（145,700）

こころと命のサポート事
業

命の大切さや尊さについての普及啓発をはじめ、様々な自殺対策に取り組んでいる「こころと命のサ
ポート事業」の一環として次の事業を行う。
①「いのちの尊さをつたえる本（図書リスト）」の活用（リストにある本を紹介したパンフレットの作成、
リストを活用した中学校区内（子ども読書活動推進協議会）での読み聞かせ活動、学校へ行こう週間
期間中の各学校図書館でのリストにある本の展示）。
②落語会の開催。③機関紙による広報。

花き産地の利点を活かして、「花と緑にふれあいを持って、生命と自然についての理解を深める」こと
を目的に次の事業を行う。
①花カフェの実施（4回）　・花に関する相談、講座、体験などを開催する。お茶を飲みながら花とふれ
あい生産者と交流する。また、広報紙を作成し、花カフェの実施報告や中高生受け入れの呼びかけ
を行う。
②バスツアーの実施（２回）　・温室、花菜ガーデン、総合公園などを訪問し、苗づくりや育て方を学
ぶ。また、花を楽しむコースを紹介した広報紙を作成する。

3ヵ年事業
継続
（3年目）

継続
（2年目）

（団体は新規）

継続
（2年目）


